
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆青青摘摘みみかかんんののメメニニュューー化化  
「青摘みかん」を地域ブランドとして売り出し

たいという夢を描いたのは、その爽やかな香りと

酸味がきいた美味しさに巡りあったのがきっか

けですが、みかん山の美しさ、魅力を守りたいと

いう気持ちからです。 
 

みかんの市場価格は、海外からの柑橘類の増

加、消費者のみかん離れなどに下落を続けていま

す。その結果、みかん農家の後継者不足、高齢化

を進め、耕作面積、生産量ともに大幅に減ってい

ます。 
 

みかんは苗木から育てると商品になるまで 10

年以上の長い年月がかかる一方で、手入れを怠る

と、下草が伸び、自然生えの他の木が生長して 2、

3年で荒廃してしまいます。一度荒廃してしまう

とイノシシやサルの隠れ家になり、鳥獣害被害の

拡大につながり、産業廃棄物などの不法投棄の場

所になったりして、里山環境や自然景観の悪化、

地域への自信喪失、無関心の原因ともなってしま

います。 
 

「青摘みかん」やその加工品を販売すること

で、農薬散布がなくなる方向に動き、みかん農家

の経営を支援することになれば、みかん畑の環境

保全、自然景観の保全、将来は地域への愛着につ

ながったら、素敵だと思います。 

 「青摘みかん」が地域ブランドとして町おこし

につながったらという夢に共感してくださった

皆さんの想いが「青摘みかん」の美味しさから多

くの人に共感を与え、広げていけたらと思いま

す。 
 

現在、二宮のお店にメニュー開発をお願いして

います。まだ、試作段階のものも多いですが、 

紹介させていただきます。 

「青摘みかん」に関する情報は、ブログ「湘南み

かんだより」で随時発信しています。 

http://kazehoshi.hama1.jp/c17902.html  


